
第３学年 算数科学習指導案 

に組 男子 17 名 女子 17 名 計 34 名 

指 導 者      上 田 幸 昭  

１ 題  材  あまりのあるわり算 

２ 題材について 

(1) 題材の位置とねらい 

これまでに子どもたちは，日常生活の中で除法が用いられる具体的な場面を式に表したり，乗

法九九を用いて計算したりする活動を通して，除法の意味を理解し，乗法と除法の関係を生かし

て商を求めることができるようになってきている。また，半具体物の操作と名数式とを対応させ

ながら式に表す式の考えや，既習の乗法九九を用いて除法を考え，商を求めていこうとする発展

的な考え方を深めてきている。このような活動を通して，子どもたちは，数についての感覚を豊

かにし，日常生活でも除法の計算の仕方を用いて解決しようとする姿が見られる。 

そこで，本題材では，既習の除法の問題場面と余りのある除法の問題場面を比較したり，除数

と余りの大きさの関係について調べたりする活動を通して，余りのある除法が用いられる場合に

ついて知り，余りの意味や余りのある除法の計算の仕方を理解させることをねらいとしている。

また，余りのある除法の具体的な場面を，式で表したり，半具体物や言葉を用いて式を説明した

りしようとする式の考えや，あるものを等しく分けるという等分除やいくつかのまとまりに分け

るという包含除を基に余りのある場合も除法と捉え，余りを用いて計算していこうとする発展的

な考え方をより一層深めていくこともねらいとしている。さらには，余りのある除法に関する問

題を解いたり，問題づくりをしたりしながら，自分なりの「問い」を連続・発展させていこうと

する態度を育てることもねらいとしている。 

ここでの学習で培われた式の考えや発展的な考え方は，（１～３位数）÷（１位数）の計算の意

味や除法の筆算の仕組みを考える学習へと発展していくものである。 

(2) 指導の基本的な立場 

余りのある除法は，乗法九九にない数が被除数となる問題場面を考えていく上で，余りのある場 
合も除法と捉え，除法の式として表すことができることや余りの意味とその処理の仕方を理解し，

「わり切れない」という新たな場面も除法として認めていくことで培われていく。 
そこで，ここでは，乗法九九にない数を被除数とする場面をどのようにして除法として処理す

るのかを説明する過程を大切にする。この際，式を基にして，言葉や図を用いて除法の意味を統

合的・発展的に考え，余りのある除法の計算の仕方を捉えさせていく。 

具体的には，まず，余りのある除法の包含除と等分除の両方の問題場面を取り扱い，既習の除

法との共通点を見いださせ，余りのある除法の式の表し方と計算の仕方を考えさせる。その際に，

半具体物を使って考えさせ，式と半具体物とを対応させながら，余りについて根拠をもとに説明

させる。次に，余りのある除法の連続する式から除数と余りの大きさの関係に気付かせていき，

実際に半具体物を操作して確かめる活動を通して，余りの意味理解につなげていきたい。さらに，

余りのある除法の計算の確かめの仕方を考える際にも，式と半具体物との関連を意識させること

で，形式的な理解にとどまることなく，商や余りの意味を考えながら余りのある除法の計算がで

きるようにしていきたい。さらに，既習と条件を変えた余りのある除法の問題を解かせ，式から

問題をつくる活動を取り入れることで，余りのある除法の意味と余りの処理の仕方の理解をより

一層深めさせたい。 
このような学習を通して，子どもたちは，式の考えや発展的な考え方を深めたり，数について

の感覚を豊かにしたりしながら，これまでの学習内容と本題材の学習内容との関連性に気付いた

り，既習を生かして新たな課題を解決していくことのよさを実感できるようになる。そして，数

と計算の仕方についての「問い」を見いだし，本題材で学習した見方や考え方を生かしながら，



よりよいものを求めて，さらに新しい課題を追究していくようになる。 
(3) 子どもの実態 

本学級の子どもたちが，本題材に関わるようなことについて，どのように捉えているか調査して

みると，次のような結果だった。（調査人数 34名，質問紙法・面接法，（ ）内は回答数） 

【調査１】から，式から問題を作るこ

とができない子どもが多いことが分かる。

これは，計算の方法を形式的な処理とし

て理解し，答えを求めることが多くなり，

意味を考えて計算する場が少なくなって

いるからだと考える。そこで，問題場面

が何を聞いているのか意味を考えさせた

り，式から問題を考えさせたりする場面

をつくる必要がある。 
【調査２】から，包含除でも等分除で

も除法の計算の仕方を図や乗法九九を使

って説明する子どもが多いことが分かる。

これは，子どもたちが，等分除も包含除

のどちらも除法として捉えているという

ことだと考える。そこで，除法の計算の

仕方を捉えやすくするために，図やおは

じきなどを使って考えさせたり，説明さ

せたりする必要がある。 
【調査３】から，余りのある除法の問

題場面において，おはじきを実際に使っ

ても問題場面をうまく捉えることができ

ていない子どもがいることが分かる。特

に等分除の操作では，包含除の操作をす

る子どもが多く見られた。これは，分け

られたときの数を知らないで３つに分け

ることを考えなければならないという難

しさに加え，余りをどう処理していいの

かが分からず，除法の場面であることを

うまく捉えられていないことが原因だと

考える。そこで，余りのある除法と既習

の除法とを比較して共通点に気付かせた

り，包含除と等分除の両方の場面で考え 

させたりする必要がある。その際，商や余りの意味をしっかり意識させるようにしていきたい。 

(4)  指導上の留意点 

   ア 商や余りの意味を捉えさせるために，子どもの捉えやすい包含除とともに，等分除の場面も考

えさせることで，除法の意味について話し合う活動を取り入れる。 
   イ 余りのある除法の計算の仕方を捉えやすくするために，図やおはじきを用いて式を考えさせた

り，説明させたりする活動を取り入れる。 

   ウ 余りの意味や余りのある除法の意味についての理解を深めさせるために，余りのある除法の発 
展的な問題に取り組ませたり，式から文章問題を作らせたりする活動を取り入れる。 
 

【調査１】８÷２の式になる問題を作りましょう。 
正答（25名） 
 ・ 等分除の問題(11 名) 
 ・ 包含除の問題(14 名) 

誤答（７名） 

 ・ 式と言葉の整合性がない 
無答（２名） 

 
【調査２】12÷４の計算を説明しましょう。 
正答（30名） 
 ・ 図を使った等分除の説明(３名) 
 ・ 図を使った包含除の説明(15 名) 

 ・ 乗法九九(４×３)を使った説明(７名) 

・ 乗法九九(３×４)を使った説明(８名) 

誤答（２名） 
 ・ 12×４ 
無答（２名） 

 
【調査３】問題に合うように，おはじきを動かしまし

ょう。 
 おはじきが７個あり

ます。３人で同じ数ずつ

分けると１人分はいく

つでしょうか。 

 おはじきが７個あり

ます。３個ずつ分けると

何人に配ることができ

るでしょうか。 
正答(25 名) 

誤答(９名) 

 ・ わからない 
 ・ ３個ずつ２人に

分ける 

正答(31 名) 

誤答(３名) 

 ・ ３人に配る 

 ・ ２個ずつ配る 

 

 



３ 目  標 

(1) 余りのある場合の除法に関心をもち，余りの表し方や除数と余りの関係を調べていく活動に意

欲的に取り組み，自分なりの「問い」を連続・発展させていこうとすることができる。 

(2)・ 発展的な考え方で除法を余りのある場合に拡げたり，単位の考えや類推的な考え方で余りの

ある除法の計算の仕方を考えたり，式の考えで余りのある除法を式に表したりすることができ

る。 

・ 余りのある除法の計算の仕方を説明したり，余りのある除法の確かめの仕方を使って計算し

たりすることができる。 

(3) 余りの意味や余りのある除法の意味が分かり，余りのある除法を正しく計算することができる。 

４ 指導計画（全６時間） 

小題材 問い 主な学習活動 教師の具体的な働きかけ 

あ
ま
り
の
あ
る
わ
り
算
③ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 14÷３の包含除と等

分除の問題場面につい

て話し合い，余りのある

除法の式の表し方と考

え方について話し合う。 
 
 
２ 他の場合の余りのあ

る除数の問題場面を考

え，除数と余りの大きさ

の関係について考える。 
 
３ 余りのある除法の計

算の確かめの仕方につ

いて話し合う。 
 
４ 余りのある除法の発

展的な問題を解き，余

りのある除法の問題作

りを行う。 

 
５ 並び方の規則性にに

ついて話し合い，除法

を活用して先にある形

を考える。 

 

６ いろいろな場面の等

分除，包含除で余りの

ある文章題の解決方法

を考える。 

〇 余りのある場合も除法の式と

して表し，処理できることを捉

えさせるために，わり切れる場

合とわり切れない場合の共通点

に着目して考えさせる。その際，

半具体物と対応させながら考え

させたり，乗法九九を使って考

えさせたりする。 

〇 余り＜除数の関係に気付か

せ，確かめの計算の仕方を理解

させるために，連続する余りの

ある除法の式を提示し，半具体

物と式との関連に着目して考え

させる。 

〇 形式的な理解だけにとどまる

ことなく，商や余りの意味を考

えながら計算できるようにする

ために，半具体物を使って確か

めの方法を考えさせる。 

〇 余りのある除法の理解を深め，

定着を図るために，発展的な等分

除と包含除の余りのある除法の

問題を解かせ，問題作りをさせ

る。 
〇 除法の考え方が様々な問題場

面で適用できることに気付か

せ，除法の理解をより一層を深

めさせるために，除法を活用し

て考える発展的な問題に取り組

ませる。 

〇 学習の定着を図るために，い

ろいろな余りのある除法の問題

に取り組ませ，式と半具体物と

を対応付けて，解決方法を考え

させたり，説明させたりする。 

問

題 

① 

ま
と
め
② 

 

 

 

本時 
(１/３) 

 14÷３では，九九
にないわり算の答え
は，どうやって求めた
らよいのかな。 

 あまりのあるわり
算の計算には，何かき
まりがあるのかな。 

 わり算の計算の確
かめは，どのようにす
ればよいのかな。 

 これまでのわり算
の場面とは違うのか
な。 

 いろいろな問題が
解けるかな。 

 わり算をどのよう
に使えばよいのか
な。 



５ 本  時（１／６） 

(1) 目 標 

余りのある除法の場面を除法の意味をもとに説明する活動を通して，被除数が乗法九九にない数 
であっても除法の式として表すことができることに気付き，図や乗法九九を用いて余りの意味を捉

え，余りを表すことができる。 
(2) 本時の展開に当たって 

   本時の指導では，被除数が乗法九九にない数であっても，除法として考えることができることに 
気付かせ，式を通して余りの意味を考えさせることが大切である。そこで，「これまでのわり算と同 

じといってよいのかな」と尋ねることで，包含除の場面と等分除の場面の説明を比較させ，どちら 

の場合も分けて残りを導き出すことで計算できるという考えを引き出しながら展開していく。 
(3) 実 際   

過程 主な学習活動 時間 教師の具体的な働きかけ 
 １ 学習課題を受けとめる。 

14 このあめを３こずつ分けます。
ふくろはいくつでしょう。 

・ 式は 14÷３だよ。だからわり算だ。 
・ でも九九にないから計算できない。 
２ 学習問題を焦点化する。 
 
 
 
３ 自分なりの方法で解決し，気付いたこ
とを発表し，話し合う。 

 
 
  
 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 本時の学習について振り返る。 
 
 
 
５ 本時の学習のまとめをする。 

(分)  ○ 学習問題を焦点化させるために，

除法の問題場面であることを確認

し，既習の除法との違いを発表させ

る。 

◯ 既習の除法の考え方と比較しな

がら考えることができるようにす

るために，「わり算のときはどんな

方法で考えたかな。」と尋ね，図や

おはじき，乗法九九を用いて考えさ

せるようにする。 

◯ 既習の除法と同じように計算で

きることを気付かせるために，図や

おはじき，乗法九九を用いて説明さ

せ，式との関連が視覚的に分かるよ

うに板書する。 

○ 余りのある除法は，既習の除法と

同じように分けて残りを出せばよ

いことを気付かせるために，図やお

はじきと式を対応させながら余り

の意味を考えさせる。 

○ 余りのある除法の理解を深めさ

せるために，同じ数値を用いた等分

除の場面の問題に取り組ませる。そ

の際，「これまでのわり算と同じと

いってよいかな。」と尋ねる。 

○ 既習の除法との共通点に気付か

せるために，包含除の場合と等分除

の場合の考えを比較できるように

板書し，気付いたこと発表させる。 

○ 余りの意味と式での表し方を理

解させるために，子どもが発表した

考えと式を対応させながら全体で

共有する。 

 

九九にないわり算の答えは，どうやっ
てもとめたらよいのかな。 

試行 

８ 

30 

７ 

ま  と  め 

確  認
 

学習課題
の受けと
め 

学習問題
の焦点化

 

式 14÷３ 

適用 

 

試行 

 ○○○ 

○○○ 

○○○ 

○○○ 

○○ 

この問題だけで，本当にこれまでの

わり算と同じといってよいのかな。 

 

 
 

これまでの「いくつ分」 

「１つ分の数」と同じだ。 

○○ 

14 このあめを３人で分けます。

14÷３ 
４×３＝12 
５×３＝15 

４こずつで 

２このこる 

４ふくろできて 

２このこる 

３×４＝12 
３×５＝15 

３こずつ分けていくことで， 

４ふくろできる。あと２このこる。

①④⑦⑩ ②⑤⑧⑪ 

③⑥⑨⑫ 

１人ずつ等しく分けていくことで，

４こずつできる。あと２このこる。

 これまでのわり算と同じ考えで分け
ていって，一番小さいのこりを出せばよ
い。のこりのことを「あまり」という。 


